
１０月２１日（金）に「輝け～青春の1ページを最高 単位で時間を区切ってご家族の方にも聴いていただ

の物語のために～」のテーマのもと，秋華祭を開催し くことができました。新型コロナウイルス感染症の収束

ました。今年度も，新型コロナウイルス感染症対策に が見通せれば，次年度から一般公開に戻して，地域

万全を期したため，例年の秋華祭に比べると規模や の方々にも参観していただけると思います。その日が

時間は縮減せざるを得ませんでしたが，合唱は，学年 来ることを願っています。
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輝け～青春の1ページを最高の物語のために～

【校内合唱コンクール結果】 ★最優秀賞★３年２組 敬称略

《金賞》 《銀賞》 《指揮者賞》 《伴奏者賞》
３年２組 ３年１組 １組 蛭田 ひなの １組 銭 谷 栞 音
２年３組 ２年１組，２年２組 １組 青天目 陽向 ２組 丸山 有也花 ３組 櫛 田 風 花
１年２組 １年１組，１年３組 ２組 根 本 樂 音 ２組 福 島 凛 花

秋華祭においてステージ背景を彩った「ビッグアート」 想いを歌に込めて…校内合唱コンクール

実行委員によるオープニングセレモニーでの熱演

吹奏楽部の演奏に合わせて，先生方も
秋華祭を盛り上がてくれました。



己を知り，学力のさらなる向上を…
今年４月に３年生を対象に実施された「全国学力・学習状 領域 ＼ 現３年生【国語】 全 国 県 本 校

況調査」の結果が明らかになりましたので，お知らせします。全国や 教科全体 69.0 68.0 ほぼ同じ

県の欄にある数値は，平均正答率を％で示しています。また，本校 話すこと・聞くこと 63.9 62.2 下回る

の欄にある文章表記は，いずれも県平均と本校生徒の状況を 書くこと 46.5 49.2 上回る

比較し，端的に示しています。 読むこと 67.9 66.3 やや下回る

詳細な調査結果は，本人にも渡しましたので，自分の”強 言葉の特徴や使い方 72.2 71.2 やや下回る

み”と”弱み”をしっかりと分析するとともに，授業と家庭学習を

連動した取り組みを心がけてほしいと思います。 領域 ＼ 現３年生【数学】 全 国 県 本 校

なお，学校においては，さらなる学力の維持・向上を促すた 教科全体 51.4 47.0 下回る

め，次の３点について重点的に取り組んでいきます。 数と式 57.4 53.1 下回る
図形 43.6 39.7 やや下回る
関数 43.6 38.9 やや上回る
データの活用 57.1 53.7 下回る

領域 ＼ 現３年生【理科】 全 国 県 本 校
教科全体 49.3 48.0 やや上回る
「エネルギー」を柱とする領域 41.9 40.8 ほぼ同じ
「粒子」を柱とする領域 50.9 50.9 やや下回る
「生命」を柱とする領域 57.9 56.7 やや上回る
「地球」を柱とする領域 44.3 42.8 かなり上回る

中学校卒業後の未来予想図は描けているかな？
１0月25日(火)１4：40から15：30にかけて，進路説 必要もあります。３年生は，まさに今，そうした選択に迫

明会を開催しました。一口に高校といっても，普通科， られる時期にさしかかっています。ぜひ，各家庭におい

総合学科，職業系学科など，さまざまな科があるの ても，本人の希望はもちろん保護者の方の考えも共

で，近い将来の見通しがないと選択するのに迷うはず 有しつつ，近い将来の進路について十分な話し合い

です。さらに，高校側が求める学力を身に付けておく を持っておいてください。
必
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【３年生は修学旅行を楽しみにしています。】
11月7日(月)から9日(水)の３日間をかけて，栃木県の日光・鬼怒川・那須を巡る修学旅行に出かけ
てきます。新型コロナウイルス感染拡大の余波を受け延期していた修学旅行。今回こそ実現できる
ように感染予防を万全にして，思い出の１ページとして記憶に残る行事にしたいと思います。

【１年生と２年生は遠足を予定しています。】
１年生はアクアワールド大洗と国立ひたち海浜公園へ，２年生は会津若松市内の班別自主研修に
それぞれバス２台を貸し切って11月9日(水)に日帰りで出かけてきます。通常の学校生活とは，ひ
と味違う非日常を楽しんできてほしいです。

(1)学習内容と日常生活との関わりを意識させるとともに
生徒の活用能力の状況を把握し，授業改善に生かしま
す。

(2)授業の中で，根拠を明確にして自分の意見をまとめ
たり，級友と伝えあったりする機会をさらに設けます。

(3)タブレット端末を活用した「新たな学び」の構築など，
授業研究を推進します。


